
                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒さに負けず元気いっぱいな子どもたち。でも、低温・低湿の冬は、風邪ウイルスが大好きな季節です。 

先月、園ではインフルエンザと診断されたお子さんがいました。 

風邪を寄せつけないじょうぶな体作り、環境作りに気を配り、寒い冬を元気に乗り切りましょう。 

 

２月のほけんだより 令和 6 年 2 月発行 

森川保育園 

 

インフルエンザって？ 
咳やくしゃみなどによって感染

し広がる病気で、毎年多くの感

染者が出ます。悪寒、急な発熱、

関節痛に続き、下痢、嘔吐、咳、

くしゃみ、喉の痛みなどの症状

が見られます。放っておくと周

りへの感染を広げるだけでな

く、合併症の危険も伴うので、

インフルエンザの症状かなと思

ったら医療機関で診てもらいま

しょう。 

まずは医療機関にかかり、インフルエンザかどうか診断

してもらいましょう。高熱や下痢が続くと脱水症状を起

こしやすくなるので、こまめな水分補給が大切です。感

染力が強いので、発症した後５日を経過し、かつ、熱が

引いてからも３日間は登園を控え、しっかりと自宅療養

しましょう。 

インフルエンザに 
なってしまったら… 

●○インフルエンザ○● 

 

インフルエンザの合併症の一つで、主に５
歳以下の子どもに発症します。発症から比
較的早い時期に、けいれんを起こす、呼び
かけても反応しないなどの意識障害の他
に、急に怒ったり、怯えたり、うわごとを
言うなどの言動が見られることもありま
す。このような症状が出たらすぐに医療機
関を受診してください。 

気を付けて！ 
インフルエンザ脳症 

 
 


